
 

松本市地域づくり推進交付金実績報告書（抜粋） 

 

（申請者）第二地区地域づくり協議会 

 

１ 交付決定額  

 

２ 本年度実績の報告 

 ⑴ 本年度の交付金事業の報告 

① 事業名： 地域防災力向上事業 

実 施 主 体 第二地区地域づくり協議会、第二地区町会連合会、第二地区防災部、社協第二地区支会 

実施日（期間） 令和５年６月２６日～令和６年３月３１日 

実 施 場 所 第二地区公民館、まつもと市民芸術館 

事 業 概 要 

少子高齢化が進む中で、地域防災力の維持・向上及び防災意識の啓発・高揚を図
るために、訓練・研修等を実施するものです。 
〇 地区防災訓練の開催 
   １０月１５（日）に、第二地区公民館にて、災害時にとるべき基本的な行動を中心に
訓練を実施 

〇 防災用品の整備 
炊出し訓練及び防災用品の整備用として消耗品（アルファー米、カレールー、容
器、スプーン、着火剤等）を購入 

〇 市指定避難所運営委員会の開催 
   第１回目（８月２日（水）開催）は、第二地区公民館にて災害時における避難所の
運営と管理の基本を学び、第２回目（３月１０日（日）開催）は、指定避難所であるま
つもと市民芸術館にて館内視察及び段ボールベッド等組立訓練、防災講座等を実
施 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

「防災に強い地域づくり」に重要な地域コミュニティについて、近所付き合いが希

薄になりつつある現代において、今一度必要性を確認することができました。 

課 題 
 まつもと市民芸術館で地域住民を対象に避難所開設訓練を行い、避難所開設・運

営の流れと発生する課題を確認する必要があります。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

１８４，９４３円 ６４，６１０円 円 １２０，３３３円 

ａ ： 本年度の交付金額のうち、この事業に充当した額 

ｂ ： 前年度の交付金の繰越額のうち、この事業に充当した額 

ｃ ： この事業に充当したその他の財源の額 

 

② 事業名： 地域包括ケアシステム推進事業 

実 施 主 体 第二地区地域づくり協議会、社協第二地区支会、第二地区地域づくり関係職員 

実施日（期間） 令和５年６月２６日～令和６年３月３１日 

実 施 場 所 第二地区公民館 

事 業 概 要 

 高齢者が身近な地域で住民間交流や見守り活動などのコミュニティづくりを展開す

ることを促進する取組みを実施するものです。 

〇 地域ケア会議（認知症ＶＲ体験会）の開催 

   3月７日（木）～９日（土）の間で５回に分けて、第二地区公民館にて、町会役員

（町会長、民生・児童委員等）を対象に、ＶＲ機器レンタルにより「認知症ＶＲ体験

会」を開催 

Ｉ 金 ５５０，０００ 円 



〇 高齢者会食会の開催 

一人暮らしの高齢者を対象とした、ふれあい会食会を６月２５日(日)と１１月２６

日（日））に第二地区公民館にて開催。配食サービスを1回（２月）実施 

〇 地区サロン事業（第二地区にこにこサロン映画会） 

    原則第３月曜日に、住み慣れた地域で住民が気軽に集い、楽しい時間を過ごし、

ストレス発散や感性・知識の向上につなげるため、映画上映会を開催 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

認知症ＶＲ体験会では、認知症のある方への理解を深めるとともに、認知症になっ

ても住み慣れた地域で安心して生活できる地域づくりについて話し合うことができま

した。 

 ふれあい会食会では、地域の住民同士で楽しい時間を過ごすことで、ふれあいや

交流を深めることができました。 

 にこにこサロン映画会を新規に開催したことで、気軽な集いの場から新しいコミュ

ニティを生み出し、仲間づくりの輪を広げることができました。 

課 題 

 要支援・要介護となっても、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで

続けることができる地域を目指し、各地区の地域ケア会議実施事例も参考に、効果

的なテーマで地域ケア会議や住民学習を開催することが必要です。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

７３８，４２４円 １０５，８９６円 円 ６３２，５２８円 

 

③ 事業名： 子どもの育成環境整備支援事業 

実 施 主 体 第二地区子ども育成会、第二地区町会連合会、第二地区地域づくり協議会 

実施日（期間） 夏休みイベント：令和５年７月３０日、８月１２日 三九郎：令和６年１月１４日 

実 施 場 所 夏休みイベント：第二地区公民館、深志神社等 三九郎：薄川河川敷 

事 業 概 要 

 地域ぐるみで子どもを守り育てる環境づくりに寄与する事業を実施するものです。 

〇 夏休みイベント 

 ・ 子ども会★夏フェス 

   ７月30日(日)に、地元の企業（長野トヨタ自動車㈱松本店）見学及びボード

ゲームを楽しむイベントを開催 

 ・ 集まれ！ぼんぼん（松本の夏の伝統行事） 

   ８月１２日（土）の「第二地区盆踊り大会」に合わせ、深志神社周辺を浴衣などを

着て「ぼんぼんのうた」に合わせて歩く松本の夏の伝統行事を体験するイベントを

開催 

 

〇 三九郎 

   １月１４日（日）に、薄川河川敷にて、町会単位での実施が難しくなっている現状

から、地域関係者の協力を得て、第二地区全体で伝統行事である三九郎を開催 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 いずれの事業も、地域の様々な大人が子どもに関わり、世代を超えて大勢の住民

の参加がありました。地域に生まれ、地域に暮らしている子ども達が、地域に誇りを

持ち、担い手となっていくことにつながる事業となりました。 

課 題  親子同士だけでなく、地域の大人を巻き込んだ事業を実施することが必要です。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

１２５,０００円 ３０，０００円 円 ９５，０００円 

 

  



 

④ 事業名： 盆踊り・文化祭事業 

実 施 主 体 盆踊り大会実行委員会、文化祭実行委員会、第二地区地域づくり協議会 

実施日（期間） 盆踊り大会：８月１２日 文化祭：１１月１１日 

実 施 場 所 盆踊り大会：深志神社 文化祭：第二地区公民館 

事 業 概 要 

 住民が集い、伝統文化や地域文化の向上を図るため、盆踊り大会及び文化祭を開

催するものです。 

〇 盆踊り大会 

   8月１２日（土）に、深志神社にて「第２２回第二地区本踊り大会」を開催。盆踊り、

飲食の提供、スイカ割り、お楽しみ抽選会等を実施 

〇 文化祭 

   １１月１１日（土）に、第二地区公民館にて、「第２６回第二地区文化祭」を開催。展

示、サークル等ステージ発表、マーケット&出店、健康相談等を実施 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 盆踊り大会では、子どもから大人まで、多くの地域住民が集い、盆踊りを通して住

民相互の親睦を深めることにより、地域の連帯と活性化を図ることができました。 

 文化祭では、地域や公民館等で文化活動などを行っているサークルや団体が日頃

の成果を発表し、地域住民と共に地域文化の向上を図り、住民相互の交流を深める

ことができました。 

課 題  盆踊り及び文化祭の運営を支える担い手不足が深刻化しています。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

７１２,９１８円 ５０，０００円 円 662，９１８円 

 

⑤ 事業名： 歴史・文化継承事業 

実 施 主 体 
第二地区歴史文化継承専門委員会、第二地区町内公民館町会、第二地区公民館、

第二地区地域づくり協議会 

実施日（期間） 令和５年６月２６日～令和６年３月３１日 

実 施 場 所 第二地区公民館、地区内一円 

事 業 概 要 

 地域の歴史や文化に由来する文化財や伝統を学び継承する事業を実施するもの

です。 

〇 講演会の開催 

   １１月２５日（土）に、第二地区公民館にて「描かれた天神さま、記された深志神

社」をテーマに窪田雅之氏の講演会を開催 

〇 歴史マップ・及び解説書の作成 

   歴史文化継承専門委員会を中心に令和４年度から協議を重ねてきた「第二地区

歴史マップ」が１１月に完成。また、３月にその解説書が完成 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 歴史マップづくりを契機として、第二地区の魅力を発信することができました。今後

は、この恵まれた歴史的資源を守り、活用した地域づくりを推進する事業を実施しま

す。 

課 題  文化財や伝統を継承する担い手不足が深刻化しています。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

２８１,080円 １００，０００円 １００,０００円 ８１，０８０円 

 

  



 

⑥ 事業名： 地域活性化推進事業 

実 施 主 体 第二地区地域づくり協議会、社協第二地区支会 

実施日（期間） 令和５年１０月～令和６年１月末 

実 施 場 所 第二地区内の銭湯、地区内一円 

事 業 概 要 

 地域を活性化させ、活気のある地域づくりを進めていく事業を実施するものです。 

〇 地区内の銭湯（富士の湯、菊の湯）無料入浴券配布 

   第二地区のイベント開催時に、富士の湯と菊の湯の無料入浴券を配布し、その

分を補助 

   ※ イベント・・・防災緑地草取り作業、防災訓練、文化祭、ふれあい会食会 等 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 地域を挙げて銭湯文化の継承を図るとともに、銭湯がソーシャルキャピタルを養い

育てる場となり、地域コミュニティの活性化につなげることができました。 

課 題 
 社交の場、地域コニュニティの場として、より多くの地域住民が第二地区内の銭湯

を利用することが望まれます。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

１２２,８１0円 1２２，７１９円 ９０円 １円 

 

⑦ 事業名： 地域環境整備事業 

実 施 主 体 第二地区町会連合会、社協第二地区支会 

実施日（期間） 令和５年６月２６日～令和６年３月３１日 

実 施 場 所 第二地区防災緑地、地区内一円 

事 業 概 要 

 地域の自然を守り育て、公共施設等を維持管理していくため、環境美化に使用す

る備品等を整備するものです。 

〇 防災緑地等整備用備品の修繕 

   芝刈機 ２台の修繕  

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 地区内の公共施設等の環境整備を住民自らボランティアで実施する際の作業用備

品を整備することで、作業効率を高めることができました。 

課 題  ボランティアの環境美化事業に若年層を巻き込む、工夫や取組みが必要です。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

２６,７７４円 ２６，７７４円 ０円 ０円 

※ 事業が４以上ある場合は、枠を増やして記載すること。 

 

 

決 算 額 ( 計 ) 
（①＋②＋③） 

Ａ＋Ｂ＋Ｃ 
財 源 内 訳 

Ａ Ｂ Ｃ 

  ２，１９１，９４９円    ４９９，９９９円    １００，０９０円   １，５９１，８６０円 

Ａ ： 各事業のａの合計額 

Ｂ ： 各事業のｂの合計額 

Ｃ ： 各事業のｃの合計額 

  



 

⑵ 本年度の積立実績の報告 

事業名：防災対策資金積立事業 

積 立 目 的 
 地域防災力の向上を目指して、地震、火災、水災、風災等緊急災害時の地域避難所

設営・運営に使用する高額備品等を購入・保管する費用を積み立てるもの。 

積 立 期 間       令和５年度 から 令和９年度まで （本年度 １年目） 

積立ての 
目標金額 

６００，０００円 

積 立 実 績 

区分 積 立 額 
積立事業への 
積立金充当額 

差 引 累 計 

前年度 

までの 

積立経過 

１年目 １４０，０００円 円 １４０，０００円 

２年目 １４０，０００円 円 ２８０，０００円 

３年目 １００，０００円 円 ３８０，０００円 

４年目 １００，０００円 円 ４８０，０００円 

５年目 １２０，０００円 円 ６００,０００円 

本年度の積立実績 Ｄ     ５０，０００円 Ｅ    ４８６，６４０円 Ｆ    １６３，３６０円 

合 計 額 ６５０，０００円 486,640円  

本年度積立金を充当して実施した事業の概要 

 実 施 主 体 第二地区地域づくり協議会 

 実施日（期間） 令和５年６月２６日～令和６年３月３１日 

 実 施 場 所 第二地区防災倉庫 

 事 業 概 要 

 防災テント２張及び加重プレート２張分購入 

 

 

 
地 域 づ く り の 

成 果 ・ 効 果 

 本年度から防災訓練に使用し、防災・減災に関する意識や意欲を高め、災害に

強い地域づくりを目指していくことにおいて効果的でありました。 

 

決 算 額 
Ｅ＋Ｇ 

財 源 内 訳 

 Ｅ Ｇ 

４８６，６４０円 ４８６，６４０円 ０円 

充当後の積立事業取扱方針 

 積立継続（令和９年度まで）・ 廃止 

 
廃止する場合は、積立金残高（Ｆ）の処理方法 

 

Ｅ ： 充当した積立金の額 

Ｇ ： その他の財源の額 

※ 事業が２以上ある場合は、枠を増やして記載すること。 

 

⑶ 本年度の交付金のうち、翌年度に繰り越す金額の報告 

Ｉ－Ａ－Ｄ 金        １円 

  [参考]繰越上限額＝Ｉ×２／１０ 

 

３ 添付書類 

 ⑴ 事業実施が確認できる資料（チラシ・パンフレット、写真、新聞記事等） 

 ⑵ 積立をおこなった場合は、松本市地域づくり推進交付金積立承認通知書の写し 


